
                       モズ（百舌） 

                                                    （２００５年６月１０日撮影） 

春
はる

が近くなると、木
き

の枝
えだ

や電線
でんせん

など、見通
み と お

しの良
よ

いところにとまって、長
なが

い尻尾
し っ ぽ

をクルクル回
まわ

すよう

に動
うご

かしている 姿
すがた

を見
み

かけるようになります。 

大
おお

きさはハトよりも小
ちい

さいくらい。 

くちばしの 形
かたち

が 鋭
するど

く曲
ま

がっていて、まるでタカ

やワシのようです。その様子
よ う す

のとおり肉 食
にくしょく

で、小鳥
こ と り

やトカゲ、虫
むし

などを食
た

べます。そして、エサを 鋭
するど

い

木
き

の枝
えだ

に刺
さ

す「はやにえ」が有名
ゆうめい

です。 

漢字
か ん じ

で「１００の舌
した

」と書
か

くのは、１００種類
しゅるい

と

まではいきませんが、たくさんの種類
しゅるい

の鳥
とり

の鳴
な

き声
ごえ

に似
に

た声
こえ

で鳴
な

くところから（まるで１００種類
しゅるい

の鳥
とり

の舌
した

を持
も

っているみたい、というところから）つき

ました。 
                               

 

○よく会える時期：３月下旬から１０月下旬ごろ 

                              ○よく会える場所：やすらぎの森、芳の平など 


